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「レジャー・レクリエーション研究」投稿規程 
 

昭和 46 年 3 月 21 日制定 

昭和 57 年 6 月 12 日改訂 

昭和 58 年 7 月 1 日改訂 

平成 元 年 2  月 2 日改訂 

平成 8  年 4  月 1 日改訂 

平成 15 年 2 月 8 日改訂 

平成 20 年 11 月 29 日改訂 

平成 24 年 11 月 18 日改訂 

令和  7  年  6 月 16 日改訂 

 
1．投稿資格 

本誌に寄稿できる原稿の筆頭著者は、本学会々員に限る。但し、編集委員会が認めた場合は、この限りで

ない。 

 
2．著作権 

（1） 投稿された原稿の著作権は日本レジャー・レクリエーション学会に帰属する。 

（2） 日本レジャー・レクリエーション学会（以下、甲とする）は、個別の〔共〕著者（以下、乙とする）

に対し、甲が著作権を有する著作物『レジャー・レクリエーション研究』のうち、乙の執筆になる

論文等を以下の態様で利用すること（乙自身による利用、乙の所属する機関、ないし当該論文等の

執筆に関わり乙に研究助成を行った団体による利用であって、かつ非営利の学術的目的の利用に限

る。）を許諾する。 

1） 複製 

2） 自動公衆送信その他の公衆送信（技術等の進歩により将来生じうる送信態様を含む） 

ただし、上記規定「2）」にかかわらず、甲は著作権を放棄するものではない。したがって、甲自

身による自動公衆送信その他の公衆送信（技術等の進歩により将来生じうる送信態様を含む）を妨

げない。 

 
3．原稿種類と審査 

（1） 原稿に用いる言語は原則として、和文もしくは英文とする。但し、編集委員会が認めた場合は、こ

の限りでない。 

（2） 原稿の種類は、レジャー・レクリエーションを対象とした研究領域における総説、原著、研究資料、 

実践研究、評論、その他とし、他誌に未投稿、未発表のものに限る。なお、上記のうち総説、原著、  

研究資料、実践研究は、編集委員会が依頼する複数の査読者による審査を経た学術論文である。 

（3） 原稿の定義は以下の通りである。 

1） 総説とは、レジャー・レクリエーションを対象とした研究領域に関わる特定のテーマを、文献レ

ビューなどに基づいて大局的かつ客観的に総括したもの。 

2） 原著とは、客観性、論理性、普遍性を備えた学術的価値の高い内容を持つオリジナルな研究成果

をまとめたもの。 

3） 研究資料とは、学術的な資料性が高い研究成果などで、客観性・論理性・普遍性などに検討の余

地が残されているものの、速報性等があり公表する価値が認められるもの。 

4） 実践研究とは、実践的な事例調査をまとめた研究成果などで、客観性・論理性・普遍性などに検討

の余地が残されているものの、速報性等があり公表する価値が認められるもの。 
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5） 評論とは、ある特定の事項に関する評価、善悪、優劣などを批評し論じたもの。 

6） その他の原稿とは、書評や紹介記事、用語解説、シンポジウム・講演会の記録などで、編集委員

会が掲載を認めたもの。 

（4） 原稿の長さは、原則として、総説、原著については刷り上がり 12 ページ以内、研究資料、実践研究、 

評論については同 6 ページ以内とする（1 ページは 2,016 字に相当）。ただし、やむを得ない場合に

は規定ページ数の 1.5 倍まで認める。その他の原稿については、編集委員会で認められたページ数

とする。 

（5） 原稿の採否および掲載時期については、編集委員会が最終的な決定を行う。なお、学術論文の採否

については、査読者による審査結果に基づく。 

（6） 大会発表論文集への投稿規定は別に定める。 

 
4．原稿の提出 

（1） 原稿の提出にあたっては以下に従うこと。 

1） 投稿原稿は、別に定められた原稿作成要領に従い、原文の鮮明なコピー 3 部を提出する。原文は、

郵送事故などに備えて投稿者が保管する。 

2） 投稿原稿は、各部ごとに、標題、抄録（総説、原著、研究資料、実践研究の場合）、本文（註・

文献を含む）、図（写真を含む）、表の順にまとめ、ダブルクリップ等で留めて提出すること。 

3） 原稿の郵送は簡易書留や宅配便など、配達記録が証明できる方法で行う。本学会ならびに編集委

員会は、郵送事故には責任を持たない。 

4） 提出先は、別途これを定める。 

5） 原稿および図表は原則として返却しない。 

6） 投稿の際には、本誌掲載の「レジャー・レクリエーション研究 投稿票」に必要事項を記入し、 

投稿原稿と合わせて 1 部提出する。なお、投稿票にコピーを用いても構わない。 

 
1. 費  用 

（1） 審査料・掲載料は原則として無料とするが、次の場合には投稿者にその実費を負担してもらうこと

がある。 

1） カラー印刷など特殊な印刷を要したり、分量が規定を超過する場合など。 

 
6．その他 

（1） 原稿の作成に当たっては、別に定める原稿作成要領に従う。 

（2） その他、当規程の問い合わせは、学会事務局宛に行う。 

 

 

原 稿 提 出 先（2022 年度～） 

158－8557 

東京都市大学人間科学部 

泉 秀生（いずみ しゅう） 宛 

（日本レジャー・レクリエーション学会編集委員会） 

 


